
ネ マ キ に っ い て

里 見 怜 子

り1ま 砂 め に

流 行 が 多様 化 し 、 目 ま ぐる し く変 化 す る現代 にお い て 、 こ こ数 年 間 ファ ッ

シ ・ン界 に は主流 ら しい も のが な く、服 装 は単 に体 を俣 懇 した り、保 温 の 調

節 のた め だ けで な く・ 自分 の 感覚 や 思 想 を表 現す る 厂 メデ ィア 」に な りつ つ

ある・ しか し・ この フア ッシ ・ンの流 行 も、主 と して ドレス や コ ー トな どの

外着 搬 につい ての もの であ り・人 生の3分 の1を 占め る休息 時 騰 用 され

るネ マキ につ い ては ・ 案外 無 関 心 で軽 くみ る傾 向が 強い 。そ こで こ の ネ マ キ

につい て 、調 べ てみ たい と思 う。

「ネマ キ 」は 寝衣 と もい い 、夜 寝 る時 に着 用す る 獻寝 用衣 服 の総 称 で あ る

が・ こ こでは稠 鬮 の もの とパ ジ ャマや ネ グ リジエ など の洋 服型 の も の とに

分類 す る・ す べ てが ス ピー ド化 してい る現代 社会 にお い ては 、服装 の 洋 風化

とVl.wネ マ キ もそ の影 響 を受 け 、 パ ジ ャマや ネ グ リジ エな どが よ り普 及す

るよ うに な つた。

2ネ マ キ の 種 類

a和 服 型 の ネ マキ

和 服 型 の も の では 、浴 衣(ゆ か た 〉が 最 も多 く用 い られ てい る。 浴 衣 と は

湯帷子 の 略 で ・近 燈 以前 の 風 呂は 蒸 風呂 力・湯 を浴 び る程 度 の も ので あ つた カ、

ら、平 安 時代 以来 上 層 階級 の人hは 入浴 の折 に裸 体 に な らず 湯 帷子 とい わ れ

る単 衣 の衣 服 を ま と つて い た。 そ め後 、湯 か ら上 が った 後 に着 る 様 に な り、

江戸 時代 以 降 ・ 夏の 衣 服 と して 広 く愛用 され 、 最 近 で は寝 衣兼 用 に も着 られ

てい る。 若い 女性 には あ ま り蘇 まれ てい ない が 、 男 性 に とつて浴 衣は パ ジ ャ

マでは 得 らμ ない帰 宅後 の くつ ろ ぎ着 と して根 強 く愛用 されて い る
。 ネマ キ

を着 る時 に 必要 な帯 ・ ひ もは 別 に 用い る もの と、 ネ マキ に とりつ けた もの と

があ り・婦 人物 では 伊 達 巻 男子 物 では細 帯 、 子 供 用 に は細 帯 を後 で 縫い つ

け・ 前 で結 ぶ よ うに した も のが 見 られ る。

主 とし て ネマ キ に用い られ る生 地 は 木綿 を 中 心 に 絹 、合 成繊 維 な ど の色無

地 ・格子 ・繖 プ リン ト柄 などで 種 類 も多 く、 防寒 用 としては 綿 ネル な ど も

使わ れ ・最 近 では タオ ル地 や 綿 ジ ャー ジ もあ る。 また 吸湿性 に富 み 、 洗 濯 に
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よ く耐 え、 しか も肌 ざわ りが柔 らか い二 重 織 ガ ーゼ の ネマキ も市 販 され てい

る。

b洋 服型.の ネ マキ

(1)ネ グ リジ ェNeglige(仏)Neg1igee(英)

軽 くや わ らかい 感 じで 、 レ ース や フ リル な どの 飾 りの多 い 部 屋 着 ・化 粧 着

あ るい は ネ マ キの こ とをい う。 これは 元来 ラテ ン語 か らきた 言 葉 で 、原 語 は

「注 意 しな い 」「構わ ない 」「ぞ ん ざい な 」とい う意 味 を持 ち 、 か し こま つ

て着 る服 とは対 照的 な 、 あ ま り気 に とめ ない で着 る服 で あ り・古 い 時代 に儀

式用以 外 の普 段 着 汐総 じて ネ グ リジ エと呼 ん だ。

形 と しては テ ー ラ ー ド風の 本の は 鼻、られず 、普 通 は 衿 が無 く、半袖 ・膝 ま

で の丈 で 、身頃 はゆ る く仕 立 られ 、 ウ エス トを しぼ らない もので あ つたが ・

リボ ンや サ ツシ ユで 締 めた りし て、 次第 にデ ザ イ ンも華 や か に な つて き てい

る。 部 屋 着 と して 着 るた て 前か ら、衿 明 き とか 袖 口 、裾 な どに フ リルや レー

ス 、 チ ユ ー ルを あ しら つた優 美 な感覚 の もの もあ り、素 材 と して も柔 らか な

生 地 で作 られ る のが普 通 で 、 化学 繊維 、 絹、 綿 な どの ロー ン・ ト リコ ツト・

サテ ン、デ シ ソな どが あ り、冬 物 と しては ナ イ ロ ンに キ ルテ ィソグ した もの

や 綿 ネル も用い られ てい る。 色彩 も白 とか ピ ン ク、 ブル ーな どの 淡い 色 が多

い 。 我 が 国で も この 種 の ドレスが 相当 普 及 し て きた が 、部 屋 着 とい うよ りも

ネ マキ として藩 用 さ れ る こ とが 多い 。 また最 近 では 、綿 ジ ャ～ジ な どで 作ち

れ た男 性 用 ネ グ リジ エも市 販 され てい る。

(2》 パ ジ ヤマPajamas(英)PYJamas(米)

就寝 時 また は部 屋着 と して 男女 の 区別 な く着 用 で き る洋 風の 衣 服 で 、上 衣

とズ ボ ンが組 合 わ され ス リー ピ ングス ー ツ(SleepingSuit)と も

呼ば れ てい る。 パ ジ ャマ の 起源 は 、古 代 フ ン族 が 用 い た乗 馬用 の 足首 ま であ

る、ゆ つた りした 長 ズ ボ ンには じま るが 、 時代 の経 過 と共 に イ ン ドに流 れて

ゆ き、パ ジ ヤマ(ヒ ンズ ー語 で 長 バ カマの 意)と い う名 が つけ られ た・ その

後19世 紀 頃か ら、 イギ リス 人 が こ の上 着 とズ ボ ン とを組 合せ た 綿 の パ ジ ヤ

マ をネ マ キ専 用 の寝 衣 と して着 用す る習 慣 を イン ドよ り とり入れ 、20世 紀

初 期 に は婦 人 の 闘 に もナ イ トガウ ンに代 つて 登 場す る よ うに な つた。 パ ジ ャ
ミ

マは また海浜 着 、部 屋着 に も用 い られ 、そ の 区 別は ス タ イル と材 質 の相 違 で

努 け られ る。上 着は ゆ つた り と した シ ャツ型 が 多 く、前 合 わせ は 片 前、 両前

が あ る。 衿 は ヘ チ マ カ ラー、ヘ ン リー カ ラー ・マ ンダ リ ンカ ラー ・ カ ラ ー レ

ズ な どが あ り、 パ ッチ ポ ケ ッ トをつ け ゆ るや か に仕 立 て た ヒ ツプ レ ングス の

上 着 に 、ズ ボ ン も全 体 にゆ つた りして お り、 ウエス トは 多 くは ゴ ムを 入 れ て
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ある。 一

素材 は ぜい た くなもの で ク レー プデ シ ソや 薄 手 の ウー ル地 、綿 フ ラ ンネ ル、

プロ い ドク ロス ・ ナ イ ロ ン・ タオル ・化 繊 、 ジ ヤー ジな どの生地 で 仕 立 ら れ 、

色無 地 、 荒 縞柄 、 プ リン ト柄 な どが 用い られ て い る。 特 に太 め の縦 縞 は 代 表

的な もので ・パ ジ ャマ ス トライ プの名 が あ る.軌 夏 の パ ジ ヤマ と して 、半

袖の上 着 と短い ズボ ンか組 合 わ せた もの な どが で ている0簸 近 で は 、 裾 巾 の

広い パ ンrン 形 式 の ズボ ンや ・ 上着 とズ ボ ン とが 続い た ジ ャ ンプス ー ツ形

式のパ ジ ャマ な ども見 られ る。

(3)ナ イ トドレス

「夜 の ドレス 」の意 味 で 、 ネ マキ の一 種 で あ る。

仏語 ではC塾emisedeTlti:'1t(シ ユ ミー ズ ・ド ゥ ・ヌ ィ)ま た は

Robedenult(ロ ー ブ ・。ド ウ ・ヌ ィ)と い わ れ る。 形 は ごろ ごろ し

ない よ うに ウエ ス トラ イ ンTp'p接(ど うは ぎ)が な く、 上 か ら一 続 きの もの

が普 通 で ・ ダ ー ツや デ コ ボ コす る飾 りは さけ 、 また 明 き も後 で は な く前 明 き

とし・ 休 息 に適 す るよ うに 藩 心地 の よい 型 に仕 立 て られ てい る。 昔 は 長 い 袖

のもの 杢着 用 さ れた 炉 暖 房設 備 が 整 うにつ れ て 、半 袖か ら袖 蕪 しの もの が使

用 される よ うに な つて きた。 丈 は くるぶ し まで お お う長 い もの と膝 下 まで位

の七 分 の も の・最 哲 で は膝 上 まで の短 い もの も 見られ る。 衿 明 きは大 き く、

匹 ス な どで飾 られ た ものが 多 く、衿 付'の場 合は フ ラ ッ トな小 さ な もの 、 ま

たは 潔 重な ど掻 冕られ る。 生地 は薄 手木 綿 、人 絹 、 絹 、 ナ イ ロ ンパ イ ル 、 ト

リコ ット・ クレ ー プ・ ロー ンな どが 用い られ 、 色は 主 と して淡曳、・ピ ンク、 ゾ

ル蜘・ あるい は 白・ ク リー ム、 ア イボ リー ホ ワ イ トな ど無 地 の ものが 多い が、

模様 と して は可 愛い い 小 花模 様 、水 玉 模 様 な どが 使 わ れ てい る。

3ネ マキ の種類別所持数について

本学短 大の学生199入 とその母親170入 につい てネ マキの種類別所持

数 を調査 した ところ下図の様な結果 を得た。
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ネ マ キ の 種 類 別 所 持 数 比 較 図(1969年 調査)

学生199人

平 均年令18才

母 親170人

平 均年 令47.5才

この 図か ら見 て も、学 生 の 持 つてい る ものは パ ジ ヤマが60、6%と 最 も

多 く、 ネ グ リジ エが26、4%と これ に 次 ぎ、 和 服型 の ネマ キが13%。 こ

れとは 対 照 的 に母 親 の そ れ は和 服型 の ネ マ キが81、8%と 圧 到 的 に 多 く、

次い で ネ グ リジエが13、8%と な り、.°.r/1',Jヤマが4、4%と な つてい る。

学 生 の和 服瀏 の ネ マ キ所持 数 が 最 も少 ない こ とは あ らか じめ予 想 され た が 、

母 親 のパ ジ ャマ 所持数 が 、学 生 の 和服 型 の ネマ キ所 持 数 の割 合 よ り遙 か に下

まわ つてい る。 これ は年 令 差 に基づ く趣 向 の 相 違 を示す もの とい え よ う。

4ま と め

日本 で は ネ マキ といxぽ 文 字 通 り寝 るだ け の もの と して しか 認識 され てお

らず 、 浴衣の 古 くな った もの を転用 した り、最 初 か らネマ キ 用 と して ご く粗

末 な もの で間 に合 わせ る傾 向が強 か つた 。 しか し最 近 で は 、 ネ マ キ も生活 に

と つて寝 室のムー ドと関 連 した重要 な要 素で あ る こ とが認識 され る様 に な つて

きた。

21世 紀 の ネマ キの プ ア ツシ ヨソ予 想につ い て ア ン ケー トを と つた と ころ 、

現 在 とほ とん ど変 ら ない 寝 衣 を着 て寝 る とい う意 見よ り、裸 で 寝 る とい う予

想 の方 が 圧到 的 に多か つた。 身体 の 線 を美 し くす るた め に ベ ツ トを用い る 人

が多 くな る こ とや 、 セ ン トラル ヒ ーテ ィング の普 及 な どか ら十 分考 え られ る
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ことであ る。

しか し5R衛 生 的 見地か らネマ キの効 用 につ い て考 えた場 合 、裸 で 寝 るこ

とは必ず し も適 当で は ない 。 就寝 中 、体 表面 か ら放 出 され る水 分 は一 晩に

150タ ㌦ コ ップー 杯 の水 に絹 当す る とい われ る。従 つて就 寝 中 は 吸湿 性 、

保温 性 に とん だ ネマ キ を着 用す る ことが 健康 上 か ら も望 ま しい。 肌 ざわ りが

よ く・デ ザ イ ンの上 で も満 足 で き る もの で あれ ぽ 実 用性 と感 覚的 条 件 を備 え

た ネ マキ で あれ ば よ り良い もの とい えよ う。

経 済 的 な余 裕 の あ る近代 生活 の 中 で 、貴 重 な休 息時 を考 え る時 、 ネ マ キは

増 々重要 な存 在 と して 永 く着 用 され るこ とであ ろ う。

この稿 を まとめ る にあ た り 、御 振 導 をい た だい た本 学奥 平 志づ 江 助 教 授並

び に 調査 資料 を 提供 い た だい た 中井 淳子 助手 に 、 厚 く感 謝 の 意を 表 し ます 。
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